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第一部【企業情報】

第１【企業の概況】

１【主要な経営指標等の推移】

回次
第95期

第３四半期連結
累計期間

第96期
第３四半期連結
累計期間

第95期
第３四半期連結
会計期間

第96期
第３四半期連結
会計期間

第95期

会計期間

自平成20年
４月１日
至平成20年
12月31日

自平成21年
４月１日
至平成21年
12月31日

自平成20年
10月１日
至平成20年
12月31日

自平成21年
10月１日
至平成21年
12月31日

自平成20年
４月１日
至平成21年
３月31日

売上高（百万円） 100,093 71,372 29,256 25,207 127,095

経常利益（百万円） 5,043 4,576 773 1,998 6,475

四半期（当期）純利益（百万円） 2,656 2,257 171 1,071 3,396

純資産額（百万円） － － 51,455 52,445 50,912

総資産額（百万円） － － 106,417 95,822 101,101

１株当たり純資産額（円） － － 447.40 456.10　 442.44

１株当たり四半期（当期）純利益

金額（円）
23.48 19.95　 1.51 9.47　 30.02

潜在株式調整後１株当たり四半期

（当期）純利益金額（円）
（注４）　－ （注４）　－ （注４）　－ （注３）　－ （注４）　－

自己資本比率（％） － － 47.5 53.8　 49.5

営業活動による

キャッシュ・フロー（百万円）
5,416 7,624 － － 11,101

投資活動による

キャッシュ・フロー（百万円）
△3,426 △4,548 － － △3,945

財務活動による

キャッシュ・フロー（百万円）
888 △8,271 － － △1,470

現金及び現金同等物の四半期末

（期末）残高（百万円）
－ － 7,773 5,008 10,309

従業員数（人） － － 3,494 3,289　 3,432

　（注）１．当社は四半期連結財務諸表を作成しているので、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載してい

ない。

２．上記売上高には、消費税等は含まれていない。

３．潜在株式が存在しないため記載していない。

４．希薄化効果を有している潜在株式が存在しないため記載していない。
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２【事業の内容】

当第３四半期連結会計期間において、当社グループ（当社及び当社の関係会社）が営む事業の内容について、重要な

変更はありません。また、主要な関係会社における異動もありません。

 

３【関係会社の状況】

当第３四半期連結会計期間において、以下の会社が新たに提出会社の関係会社となりました。

　　連結子会社　

名称 住所
資本金
　

主要な
事業の内容
（注１）　

議決権
の所有
割合
(％)

うち
間接
(％)

関係内容

KITZ Armaturen GmbH　
（注２）　

 Nidderau,

 Germany

千ユーロ
500　

バルブ事業
　

100　
　

－　
　
資金援助あり　

Perrin GmbH　
 Nidderau,

 Germany

千ユーロ
1,538　

バルブ事業
　

100　
　

100　
　
－　

派潤特殊閥門（北京）
有限公司

 中国北京市
百万中国元

1　
　

バルブ事業
　

100　
　

100　
　
－　

　（注）１．主要な事業の内容欄には、事業の種類別セグメントの名称を記載している。

　　　　２．平成22年１月４日にNord Armaturen GmbHより社名を変更している。

 

４【従業員の状況】

(1）連結会社の状況

 平成21年12月31日現在

従業員数（人） 3,289(1,311)

（注） １．従業員数は就業人員（当社グループからグループ外への出向者を除き、グループ外から当社グループへの出

向者を含む。）であり、臨時従業員数は、当第３四半期連結会計期間の平均人員を（　）外数で記載している。

２．臨時従業員には、パートタイマー及び嘱託契約の従業員を含み、派遣社員を除いている。

(2）提出会社の状況

 平成21年12月31日現在

従業員数（人） 1,023  

（注）従業員数は就業人員（当社から社外への出向者を除き、社外から当社への出向者を含む。）である。
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第２【事業の状況】

１【生産、受注及び販売の状況】

(1）生産実績

　当第３四半期連結会計期間の生産実績を事業の種類別セグメントごとに示すと、次の通りであります。

事業の種類別セグメントの名称
当第３四半期連結会計期間
（自　平成21年10月１日
至　平成21年12月31日）

前年同期比（％）

バルブ事業（百万円） 16,039 79.4

伸銅品事業（百万円） 5,757 74.1

サービスその他の事業（百万円） － －

合計（百万円） 21,797 77.9

　（注）１．上記金額は販売価格によっており、セグメント間の取引については相殺消去している。

２．上記金額には、消費税等は含まれていない。

(2）商品仕入実績

　当第３四半期連結会計期間の商品仕入実績を事業の種類別セグメントごとに示すと、次の通りであります。

事業の種類別セグメントの名称
当第３四半期連結会計期間
（自　平成21年10月１日
至　平成21年12月31日）

前年同期比（％）

バルブ事業（百万円） 1,165 104.5

伸銅品事業（百万円） 123 78.1

サービスその他の事業（百万円） 443 88.2

合計（百万円） 1,732 97.5

　（注）１．上記金額は仕入価格によっており、セグメント間の取引については相殺消去している。

２．上記金額には、消費税等は含まれていない。

(3）受注状況

　当社及び連結子会社は見込生産を主体としており、一部特殊仕様の製品について受注生産を行っていますが、その

売上高に占める割合は僅少であります。

(4）販売実績

　当第３四半期連結会計期間の販売実績を事業の種類別セグメントごとに示すと、次の通りであります。

事業の種類別セグメントの名称
当第３四半期連結会計期間
（自　平成21年10月１日
至　平成21年12月31日）

前年同期比（％）

バルブ事業（百万円） 18,555 89.8

伸銅品事業（百万円） 4,284 68.7

サービスその他の事業（百万円） 2,367 100.2

合計（百万円） 25,207 86.2

　（注）１．セグメント間の取引については相殺消去している。

２．上記金額には、消費税等は含まれていない。
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２【事業等のリスク】

当第３四半期連結会計期間において、新たに発生した事業等のリスクはありません。　

また、前事業年度の有価証券報告書に記載した事業等のリスクについて重要な変更はありません。　

　

３【経営上の重要な契約等】

    当第３四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等の決定又は締結等はありません。

 

４【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

文中の将来に関する事項は、当四半期報告書提出日現在において当社グループ（当社及び連結子会社）が判断したも

のであります。

(1) 経営成績の分析

　当第３四半期連結会計期間におけるわが国経済は、政府の景気刺激策により一部の産業では生産の持ち直しがみら

れた他、中国を中心とするアジア向け輸出回復の動きがみられましたが、高水準で推移する失業率や所得の減少によ

る個人消費の減少懸念や需要の減少による民間設備投資の低迷が続き、依然不透明な状況にあります。このような状

況の中、当第３四半期連結会計期間は、バルブ事業においては需要の大幅な減少により、国内市場、海外市場ともに減

収となった他、伸銅品事業においても需要の低迷により大幅な減収となり、売上高は前年同期比13.8％減の252億７百

万円となりました。損益面では、売上高減少の影響はありましたが、固定費の削減により、営業利益は前年同期比

75.4％増の22億円、経常利益は同158.4％増の19億98百万円となり、四半期純利益は、同524.2％増の10億71百万円とな

りました。

（事業の種類別セグメント） 

① バルブ事業

　バルブ事業の外部売上高は、国内向けについては、民間設備投資の減少により建築設備向け、プラント向けともに大

幅な落ち込みをみせた他、半導体製造装置向け売上は前期並の水準まで回復してきたものの依然として低迷が続き、

また、海外向けにおいても、北米向け、アジア向け及び欧州向けは前年同期を上回ったものの、中東向け売上が大幅に

減少し、前年同期比10.2％減の185億55百万円となりました。営業利益は、売上高の減収の影響はありましたが、固定

費を中心とした原価低減及び諸経費の削減に努めた結果、前年同期比7.3％増の26億６百万円となりました。

② 伸銅品事業

　伸銅品事業の外部売上高は、販売価格については原材料市況の年初からの緩やかな上昇により前年同期の水準に回

復したものの、販売量が大幅に減少したことにより、前年同期比31.3％減の42億84百万円となりました。営業利益は、

原材料市況の変動が小幅であったことから利幅が改善したことに加え、子会社２社の合併による統合効果もあり、１

億77百万円（前期は５億81百万円の営業損失）となりました。

③ サービスその他の事業

　サービスその他の事業の外部売上高は、ホテル事業で個人消費の低迷により減収となりましたが、フィットネス事

業において新店舗開設により増収となった結果、前年同期比0.2％増の23億67百万円となりました。営業利益は、

フィットネス事業における新店舗の開業費用負担などはありましたが増収効果もあり、前年同期比4.6％増の1億７

百万円となりました。　

（所在地別セグメント） 

① 日本

　日本における外部売上高は、バルブ事業及び伸銅品事業が減収となったことにより前年同期比18.6％減の216億63

百万円となりました。また、営業利益は、バルブ事業で増益となった他、伸銅品事業で黒字化したことにより前年同期

比89.9％増の24億28百万円となりました。
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② 北米

　北米における外部売上高は、需要の大幅な減少によりプラント設備向けバルブの売上が減少し、前年同期比12.8％

減の14億９百万円となり、営業利益は前年同期比38.4％減の90百万円となりました。

③ アジア

　アジアにおける外部売上高は、タイ子会社及び台湾子会社が減収となりましたが、前年同期において為替の影響に

よる円換算額の目減りがあったため、前年同期比148.3％増の18億22百万円となりました。また、営業利益は、売上の

減少により中国子会社を中心に採算が悪化し、前年同期比47.3％減の２億93百万円となりました。

④ ヨーロッパ

　ヨーロッパにおける外部売上高は、プラント設備向けバルブの減少はありましたが、前年同期において為替の影響

による円換算額の目減りがあったため、前年同期比12.3％増の３億12百万円となりました。営業利益は売上高の減少

により、19百万円の営業損失（前年同期は27百万円の営業利益）となりました。 　

(2) 財政状態の分析

　当第３四半期連結会計期間末の資産につきましては、有利子負債の圧縮や新規子会社の株式取得などによる現預金

の減少に加え、売上債権の回収及び棚卸資産の減少などもあり、前連結会計年度末に比べ52億78百万円減少し958億22

百万円となりました。負債につきましては、有利子負債の返済を進めた結果、前連結会計年度末に比べ68億11百万円減

少し433億77百万円となりました。また、当第３四半期連結会計期間において新規取得子会社の企業結合を行ったこと

により、資産を22億円、負債を13億円それぞれ受け入れるとともに、のれんを約14億円計上いたしました。

　純資産につきましては、当第３四半期連結累計期間の純利益は22億57百万円となり、配当金の支払による減少や、為

替換算調整勘定の減少はありましたが、前連結会計年度末に比べ15億32百万円増加し524億45百万円となりました。

(3) キャッシュ・フローの状況

　当第３四半期連結会計期間末における現金及び現金同等物（以下「資金」という）は、第２四半期連結会計期間末

に比べ51億28百万円減の50億８百万円となりました。

　当第３四半期連結会計期間における各キャッシュ・フローの状況とそれらの要因は次の通りであります。

① 営業活動によるキャッシュ・フロー

　売上債権の増加額16億85百万円、賞与引当金の減少額５億48百万円などはありましたが、税金等調整前四半期純利

益が19億41百万円、減価償却費が８億69百万円となったことなどにより、営業活動によるキャッシュ・フローは５億

86百万円の資金の増加（前年同期は17億68百万円の増加）となりました。　

② 投資活動によるキャッシュ・フロー

　連結範囲の変更を伴う子会社株式の取得支出21億78百万円に加え、バルブ事業を中心に２億25百万円の設備投資を

行ったことなどにより、投資活動によるキャッシュ・フローは26億32百万円の資金の減少（前年同期は13億12百万

円の減少）となりました。　　

③ 財務活動によるキャッシュ・フロー

　長期借入による収入10億90百万円、社債の発行による収入14億74百万円などはありましたが、短期借入金の純減額

９億２百万円、長期借入金の返済による支出43億34百万円、配当金の支払額２億26百万円などにより、財務活動によ

るキャッシュ・フローは29億53百万円の資金の減少（前年同期は７億93百万円の増加）となりました。　

（注）1.  当社では短期の運転資金需要の発生に備え、当社取引銀行によるシンジケート団との間で総額80億円の短

期借入金に関するコミットメントライン契約を締結しております。当第３四半期連結会計期間末における

当該借入金の残高はありません。 

2.  当社は、平成20年９月26日に200億円を限度とする社債の発行登録を行いました。 　

(4）事業上及び財務上の対処すべき課題

　当第３四半期連結会計期間において、当社グループが対処すべき課題について重要な変更はありません。
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(5）研究開発活動

　当第３四半期連結会計期間におけるグループ全体の研究開発活動の金額は、４億５百万円であります。

　なお、当第３四半期連結会計期間において、当社グループの研究開発活動の状況に重要な変更はありません。

(6）経営成績に重要な影響を与える要因及び経営戦略の現状と見通し

① 経営成績に重要な影響を与える要因

　海外の生産拠点及び販売地域における情勢の変化が製品・部品供給、販売等に影響を及ぼす可能性があること、ま

た、国内バルブ売上が民間設備投資に左右される傾向があること、そして、各種金属素材市況の急騰による材料調達

への影響や価格転嫁の遅れ、為替の動向などが影響を与える要因です。

② 経営戦略の現状と見通し 

　昨今の急激な経済変動を受け、現在新たに中長期経営計画の策定を進めております。

(7) 資本の財源及び資金の流動性についての分析

① キャッシュ・フロー

　当第３四半期連結会計期間の営業活動によるキャッシュ・フローは５億86百万円の収入となりました。投資活動

によるキャッシュ・フローは、連結範囲の変更を伴う子会社株式の取得支出や有形固定資産の取得等により26億32

百万円の支出となりました。財務活動によるキャッシュ・フローは、借入金の返済等により29億53百万円の支出と

なりました。

　営業活動によるキャッシュ・フローが、主に子会社株式及び有形固定資産の取得、借入金の返済等に充てられた結

果、当第３四半期連結会計期間末における現金及び現金同等物の残高は50億８百万円となり、第２四半期連結会計

期間末に比べ51億28百万円の減少となりました。

 

② 資金調達

　当社グループは、キャッシュ・マネジメント・システムにより資金効率を最大化するとともに、主要取引銀行とコ

ミットメントライン契約を締結しており、現在必要とされる資金の水準を十分に満たす流動性を保持しておりま

す。

(8) 経営者の問題認識と今後の方針について

当社グループの経営陣は、昨今の経済状況による事業環境の急変を受け、新たな長期計画の策定の必要性を考えて

おり、入手可能な情報に基づき最善の経営方針を立案すべく議論を進めて、現在新たに中長期経営計画を策定してお

ります。 
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第３【設備の状況】
(1）主要な設備の状況

　当第３四半期連結会計期間において、当社が、ドイツのボールバルブメーカー Perrin GmbH の100％親会社で持株

会社である Nord Armaturen GmbH（現 KITZ Armaturen GmbH）の株式を譲り受け両社を子会社としたことにより、

Perrin GmbH の本社及び工場が新たに当社グループの主要な設備となりました。その設備の状況は、次の通りであり

ます。

　

在外子会社 

会社名
事業所名
(所在地)

事業の種類
別セグメン
トの名称

設備の内
容

帳簿価額（百万円）
従業員数
（人）

建物及び
構築物

機械装
置及び
運搬具

土地
(面積㎡)

その他 合計

Perrin GmbH

本社及び工場（

Nidderau,Germany）

 (Prenzlau,Germany）

バルブ事業 生産設備 290　 174　
118　

（22,299）
75　 659　 126　

　（注）帳簿価額のうち「その他」は、工具、器具及び備品及びその他の有形固定資産であり、建設仮勘定は含まれていな

い。

　

(2）設備の新設、除却等の計画

  当第３四半期連結会計期間において、前四半期連結会計期間末において計画中であった重要な設備の新設、除却等

について、計画の進捗を遅らせているものもありますが、計画自体に重要な変更はありません。また、新たに確定した

重要な設備の新設、拡充、改修、除却、売却等の計画はありません。　
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第４【提出会社の状況】

１【株式等の状況】

（１）【株式の総数等】

①【株式の総数】

種類 発行可能株式総数（株）

普通株式 400,000,000

計 400,000,000

②【発行済株式】

種類
第３四半期会計期間末
現在発行数（株）
（平成21年12月31日）

提出日現在発行数（株）
（平成22年２月12日）

上場金融商品取引所名
又は登録認可金融商品
取引業協会名

内容

普通株式 120,396,511 120,396,511
東京証券取引所

（市場第一部）

単元株式数

1,000株

計 120,396,511 120,396,511 － －

 

（２）【新株予約権等の状況】

該当事項はありません。

 

（３）【ライツプランの内容】

　該当事項はありません。
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（４）【発行済株式総数、資本金等の推移】

年月日
発行済株式
総数増減数
（千株）

発行済株式
総数残高
（千株）

資本金増減額
（百万円）

資本金残高
（百万円）

資本準備金
増減額
（百万円）

資本準備金残
高（百万円）

平成21年10月１日～　

平成21年12月31日　
－ 120,396 － 21,207 － 5,715

 

（５）【大株主の状況】

 大量保有報告書等の写しの送付等がなく、当第３四半期会計期間において、大株主の異動は把握しておりませ

ん。  

（６）【議決権の状況】

　当第３四半期会計期間末日現在の「議決権の状況」については、株主名簿の記載内容が確認できないため、記載す

ることができないことから、直前の基準日（平成21年９月30日）に基づく株主名簿による記載をしております。

 

①【発行済株式】

 平成21年12月31日現在

区分 株式数（株） 議決権の数(個) 内容

無議決権株式  － －   －

議決権制限株式（自己株式等）  － － 　－

議決権制限株式（その他）  － － 　－

完全議決権株式（自己株式等） 普通株式 7,317,000 － 　　　　　　 －

完全議決権株式（その他）（注） 普通株式 112,119,000112,119　　　　　　 －

単元未満株式 普通株式 960,511 － 1単元(1,000株)未満の株式

発行済株式総数  120,396,511 － －

総株主の議決権 － 112,119 －

　（注）「完全議決権株式（その他）」の欄には、証券保管振替機構名義の株式が21,000株（議決権の数21個）含まれて

いる。

②【自己株式等】

 平成21年12月31日現在

所有者の氏名
又は名称

所有者の住所
自己名義所有
株式数（株）

他人名義所有
株式数（株）

所有株式数の
合計（株）

発行済株式総数
に対する所有株
式数の割合(％)

株式会社キッツ 千葉市美浜区中瀬1－10－1 7,317,000 － 7,317,000 6.1 

計 － 7,317,000 － 7,317,000 6.1 

 

２【株価の推移】

【当該四半期累計期間における月別最高・最低株価】

月別
平成21年
４月

５月 ６月 ７月 ８月 ９月 10月 11月 12月

最高（円） 324 360 363 390 427 492 507 467 466

最低（円） 295 311 312 292 366 410 418 403 405

　（注）　最高・最低株価は東京証券取引所市場第一部におけるものである。

 

３【役員の状況】

　前事業年度の有価証券報告書の提出日後、当四半期報告書の提出日までにおいて、役員の異動はありません。
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第５【経理の状況】

１．四半期連結財務諸表の作成方法について

　当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」（平成19年内閣府令

第64号。以下「四半期連結財務諸表規則」という。）に基づいて作成しております。

　なお、前第３四半期連結会計期間（平成20年10月１日から平成20年12月31日まで）及び前第３四半期連結累計期間

（平成20年４月１日から平成20年12月31日まで）は、改正前の四半期連結財務諸表規則に基づき、当第３四半期連結

会計期間（平成21年10月１日から平成21年12月31日まで）及び当第３四半期連結累計期間（平成21年４月１日から

平成21年12月31日まで）は、改正後の四半期連結財務諸表規則に基づいて作成しております。

２．監査証明について

　当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、前第３四半期連結会計期間（平成20年10月１日から平

成20年12月31日まで）及び前第３四半期連結累計期間（平成20年４月１日から平成20年12月31日まで）に係る四半

期連結財務諸表並びに当第３四半期連結会計期間（平成21年10月１日から平成21年12月31日まで）及び当第３四半

期連結累計期間（平成21年４月１日から平成21年12月31日まで）に係る四半期連結財務諸表について、新日本有限責

任監査法人による四半期レビューを受けております。
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１【四半期連結財務諸表】
（１）【四半期連結貸借対照表】

（単位：百万円）

当第３四半期連結会計期間末
(平成21年12月31日)

前連結会計年度末に係る
要約連結貸借対照表
(平成21年３月31日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 5,574 10,309

受取手形及び売掛金 ※5
 23,253 23,942

商品及び製品 4,756 5,411

仕掛品 3,310 3,227

原材料及び貯蔵品 5,476 5,861

その他 2,593 2,331

貸倒引当金 △60 △53

流動資産合計 44,904 51,030

固定資産

有形固定資産

建物及び構築物（純額） 14,108 14,279

土地 11,432 11,345

その他（純額） 12,426 13,340

有形固定資産合計 ※1
 37,968

※1
 38,965

無形固定資産

のれん 1,645 －

その他 500 623

無形固定資産合計 2,145 623

投資その他の資産 ※4
 10,803

※4
 10,482

固定資産合計 50,917 50,071

資産合計 95,822 101,101

負債の部

流動負債

買掛金 3,863 3,383

1年内償還予定の社債 2,263 2,738

短期借入金 793 2,474

1年内返済予定の長期借入金 6,039 12,505

未払法人税等 1,229 496

賞与引当金 956 1,402

役員賞与引当金 89 61

その他 4,367 4,650

流動負債合計 19,602 27,712

固定負債

社債 9,405 8,504

長期借入金 10,058 9,638

退職給付引当金 340 337

役員退職慰労引当金 413 391

その他 3,557 3,605

固定負債合計 23,775 22,476

負債合計 43,377 50,189
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（単位：百万円）

当第３四半期連結会計期間末
(平成21年12月31日)

前連結会計年度末に係る
要約連結貸借対照表
(平成21年３月31日)

純資産の部

株主資本

資本金 21,207 21,207

資本剰余金 9,430 9,430

利益剰余金 25,920 24,228

自己株式 △2,415 △2,409

株主資本合計 54,142 52,456

評価・換算差額等

その他有価証券評価差額金 613 505

為替換算調整勘定 △3,182 △2,925

評価・換算差額等合計 △2,568 △2,420

少数株主持分 870 876

純資産合計 52,445 50,912

負債純資産合計 95,822 101,101
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（２）【四半期連結損益計算書】
【第３四半期連結累計期間】

（単位：百万円）

前第３四半期連結累計期間
(自　平成20年４月１日
　至　平成20年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自　平成21年４月１日
　至　平成21年12月31日)

売上高 100,093 71,372

売上原価 78,603 53,293

売上総利益 21,489 18,078

販売費及び一般管理費 ※1
 15,591

※1
 12,910

営業利益 5,898 5,168

営業外収益

受取利息 39 14

受取配当金 136 111

その他 238 208

営業外収益合計 414 334

営業外費用

支払利息 542 479

売上割引 254 170

為替差損 216 91

その他 257 184

営業外費用合計 1,269 926

経常利益 5,043 4,576

特別利益

有形固定資産売却益 3 11

貸倒引当金戻入額 － 26

その他 0 0

特別利益合計 4 38

特別損失

有形固定資産除売却損 97 42

投資有価証券評価損 203 24

減損損失 － 207

退職特別加算金 － 201

その他 24 73

特別損失合計 325 547

税金等調整前四半期純利益 4,721 4,067

法人税等 ※2
 2,046

※2
 1,789

少数株主利益 18 20

四半期純利益 2,656 2,257
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【第３四半期連結会計期間】
（単位：百万円）

前第３四半期連結会計期間
(自　平成20年10月１日
　至　平成20年12月31日)

当第３四半期連結会計期間
(自　平成21年10月１日
　至　平成21年12月31日)

売上高 29,256 25,207

売上原価 22,834 18,724

売上総利益 6,422 6,482

販売費及び一般管理費 ※1
 5,167

※1
 4,281

営業利益 1,255 2,200

営業外収益

受取利息 6 2

受取配当金 40 32

為替差益 － 3

その他 42 52

営業外収益合計 89 91

営業外費用

支払利息 185 145

売上割引 84 58

為替差損 233 －

その他 67 89

営業外費用合計 570 294

経常利益 773 1,998

特別利益

有形固定資産売却益 0 0

その他 0 0

特別利益合計 0 0

特別損失

有形固定資産除売却損 16 7

投資有価証券評価損 203 1

リース解約損 － 39

その他 19 9

特別損失合計 239 57

税金等調整前四半期純利益 534 1,941

法人税等 ※2
 348

※2
 855

少数株主利益 14 15

四半期純利益 171 1,071
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（３）【四半期連結キャッシュ・フロー計算書】
（単位：百万円）

前第３四半期連結累計期間
(自　平成20年４月１日
　至　平成20年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自　平成21年４月１日
　至　平成21年12月31日)

営業活動によるキャッシュ・フロー

税金等調整前四半期純利益 4,721 4,067

減価償却費 2,666 2,536

賞与引当金の増減額（△は減少） △849 △542

退職給付引当金の増減額（△は減少） △79 67

受取利息及び受取配当金 △176 △126

支払利息 542 479

売上債権の増減額（△は増加） 379 1,145

たな卸資産の増減額（△は増加） 946 1,777

その他の流動資産の増減額（△は増加） 53 △45

仕入債務の増減額（△は減少） △414 368

その他の流動負債の増減額（△は減少） 527 △515

その他 232 112

小計 8,548 9,323

利息及び配当金の受取額 174 107

利息の支払額 △577 △519

法人税等の支払額 △2,728 △1,287

営業活動によるキャッシュ・フロー 5,416 7,624

投資活動によるキャッシュ・フロー

有形固定資産の取得による支出 △3,051 △1,291

有形固定資産の売却による収入 16 19

投資有価証券の取得による支出 △27 △105

定期預金の純増減額（△は増加） － △513

連結の範囲の変更を伴う子会社株式の取得によ
る支出

－ ※2
 △2,178

その他 △364 △478

投資活動によるキャッシュ・フロー △3,426 △4,548

財務活動によるキャッシュ・フロー

短期借入金の純増減額（△は減少） 947 △1,743

長期借入れによる収入 6,795 3,210

長期借入金の返済による支出 △4,668 △9,538

社債の発行による収入 1,470 1,474

社債の償還による支出 △2,324 △1,074

配当金の支払額 △1,583 △565

その他 250 △33

財務活動によるキャッシュ・フロー 888 △8,271

現金及び現金同等物に係る換算差額 △175 △104

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） 2,703 △5,300

現金及び現金同等物の期首残高 5,069 10,309

現金及び現金同等物の四半期末残高 ※1
 7,773

※1
 5,008

EDINET提出書類

株式会社キッツ(E01660)

四半期報告書

16/33



【四半期連結財務諸表作成のための基本となる重要な事項等の変更】

当第３四半期連結累計期間
（自　平成21年４月１日
至　平成21年12月31日）

１．連結の範囲に関する事項の変更

（1）連結の範囲の変更

当第３四半期連結会計期間より、Nord Armaturen GmbH、Perrin GmbH及び派潤特殊閥門（北京）有限公司は、株式

を取得して子会社となったため、連結の範囲に含めている。

なお、Nord Armaturen GmbHは、KITZ Armaturen GmbHに社名を変更している。　

（2）変更後の連結子会社の数

31社

２．会計処理基準に関する事項の変更

 　在外子会社の収益及び費用の換算方法の変更

在外子会社の収益及び費用は、前連結会計年度の第４四半期連結会計期間より、当該子会社の決算日の直物為替 

相場により円貨に換算する方法から期中平均相場により円貨に換算する方法に変更したため、前第３四半期連結

会計期間と当第３四半期連結会計期間で在外子会社の収益及び費用の換算方法が異なっている。

なお、前第３四半期連結会計期間においては、変更後の方法によった場合に比べて、売上高が1,943百万円、売上総

利益が181百万円、営業利益が96百万円、経常利益が111百万円、税金等調整前四半期純利益が110百万円、四半期純

利益が68百万円、それぞれ少なく計上されており、前第３四半期連結累計期間においては、変更後の方法によった

場合に比べて、売上高が1,796百万円、売上総利益が154百万円、営業利益が87百万円、経常利益が101百万円、税金等

調整前四半期純利益が100百万円、四半期純利益が62百万円、それぞれ少なく計上されている。 セグメントに与え

る影響は、当該箇所に記載している。

 

【表示方法の変更】

当第３四半期連結会計期間
（自　平成21年10月１日
至　平成21年12月31日）

（四半期連結貸借対照表）

前第３四半期連結会計期間において、「無形固定資産」として一括掲記していた「のれん」は、資産総額の100分の１

を超えたため、当第３四半期連結会計期間では区分掲記することとした。なお、前第３四半期連結会計期間の「無形固

定資産」に含まれる「のれん」は205百万円である。

【簡便な会計処理】

当第３四半期連結累計期間 
（自　平成21年４月１日 
 至　平成21年12月31日）

１．棚卸資産の評価方法

当第３四半期連結会計期間末の棚卸高の算出に関しては、実地棚卸を省略し、第２四半期連結会計期間末の実地棚卸

高を基礎として合理的な方法により算定する方法によっている。 

２．繰延税金資産及び繰延税金負債の算定方法

繰延税金資産の回収可能性の判断に関しては、前連結会計年度末以降に経営環境等、かつ、一時差異等の発生状況に

著しい変化がないと認められるため、前連結会計年度末において使用した将来の業績予測やタックス・プランニン

グを利用する方法により算定している。
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【四半期連結財務諸表の作成にあたり適用した特有の会計処理】

当第３四半期連結累計期間
（自　平成21年４月１日
至　平成21年12月31日）

税金費用の計算　

税金費用については、当連結会計年度の税引前当期純利益に対する税効果会計適用後の実効税率を合理的に見積り、

税引前四半期純利益に当該見積実効税率を乗じて計算している。なお、法人税等調整額は、法人税等に含めて表示し

ている。

 

【注記事項】

（四半期連結貸借対照表関係）

当第３四半期連結会計期間末
（平成21年12月31日）

前連結会計年度末
（平成21年３月31日）

※１．有形固定資産の減価償却累計額 ※１．有形固定資産の減価償却累計額

 58,514百万円 55,883百万円

　２．偶発債務

　　　当社社員の住宅資金借入金に対する債務保証　

　２．偶発債務

　　　当社社員の住宅資金借入金に対する債務保証　

 57百万円 77百万円

　　　受取手形の債権流動化による譲渡高 　　　受取手形の債権流動化による譲渡高 

17百万円 892百万円

　　　差入保証金の流動化による譲渡高　 　　　差入保証金の流動化による譲渡高　

 68百万円 88百万円

　３．　　　　　　 ─────  　 　３．受取手形割引高 154百万円

※４．資産の金額から直接控除している貸倒引当金の額　 ※４．資産の金額から直接控除している貸倒引当金の額　

      投資その他の資産  591百万円       投資その他の資産 634百万円

※５．四半期連結会計期間末日満期手形　 　

四半期連結会計期間末日満期手形については、手形交

換日をもって決済処理をしている。なお、当第３四半期

連結会計期間末日は金融機関の休日であったため、四

半期連結会計期間末日満期手形が、受取手形に692百万

円、上記２．の受取手形の債権流動化による譲渡高に

係る偶発債務に７百万円それぞれ含まれている。

　

 

EDINET提出書類

株式会社キッツ(E01660)

四半期報告書

18/33



（四半期連結損益計算書関係）

前第３四半期連結累計期間
（自　平成20年４月１日
至　平成20年12月31日）

当第３四半期連結累計期間
（自　平成21年４月１日
至　平成21年12月31日）

※１．販売費及び一般管理費のうち主要な費目及び金額は

次の通りである。

給与手当 4,051百万円

賞与引当金繰入 344 

退職給付費用 347 

役員退職慰労引当金繰入 41 

※１．販売費及び一般管理費のうち主要な費目及び金額は

次の通りである。

給与手当 3,862百万円

賞与引当金繰入 336 

退職給付費用 379 

役員退職慰労引当金繰入 44 

※２．法人税等　

法人税、住民税及び事業税と法人税等調整額につい

ては、一括して法人税等として記載している。　

※２．法人税等　

同左　

前第３四半期連結会計期間
（自　平成20年10月１日
至　平成20年12月31日）

当第３四半期連結会計期間
（自　平成21年10月１日
至　平成21年12月31日）

※１．販売費及び一般管理費のうち主要な費目及び金額は

次の通りである。

給与手当 1,080百万円

賞与引当金繰入 306 

退職給付費用 103 

役員退職慰労引当金繰入 14 

※１．販売費及び一般管理費のうち主要な費目及び金額は

次の通りである。

給与手当 1,056百万円

賞与引当金繰入 314 

退職給付費用 135 

役員退職慰労引当金繰入 15 

※２．法人税等　

法人税、住民税及び事業税と法人税等調整額につい

ては、一括して法人税等として記載している。　

※２．法人税等　

同左
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（四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係）

前第３四半期連結累計期間
（自　平成20年４月１日
至　平成20年12月31日）

当第３四半期連結累計期間
（自　平成21年４月１日
至　平成21年12月31日）

※１．現金及び現金同等物の四半期末残高と四半期連結貸

借対照表に掲記されている科目の金額との関係

（平成20年12月31日現在）

現金及び預金勘定 7,773百万円

預入期間が３か月を超える定期預金 － 

現金及び現金同等物 7,773百万円

※１．現金及び現金同等物の四半期末残高と四半期連結貸

借対照表に掲記されている科目の金額との関係

（平成21年12月31日現在）

現金及び預金勘定 5,574　百万円

預入期間が３か月を超える定期預金 △513　 

負の現金同等物（当座借越）　 △52　　

現金及び現金同等物 5,008　百万円

　

　

　

　

※２．株式の取得により新たに連結子会社となった会社

の資産及び負債の主な内訳　

　株式の取得により新たに連結したことに伴う連結開

始時の資産及び負債の内訳並びに株式の取得原価と取

得のための支出との関係は次の通りである。

　

Nord Armaturen GmbH及びその100％子会社Perrin

GmbH、派潤特殊閥門（北京）有限公司の取得原価

流動資産 1,572　百万円

固定資産 700　 

流動負債　 △952　　

固定負債　 △429　　

計 890　　

のれん　 1,465　　

Nord Armaturen GmbH、Perrin GmbH及

び派潤特殊閥門（北京）有限公司の取

得原価

2,355　　

Nord Armaturen GmbH、Perrin GmbH及

び派潤特殊閥門（北京）有限公司の現

金及び現金同等物

△177　　

差引：Nord Armaturen GmbH、Perrin

GmbH及び派潤特殊閥門（北京）有限公

司の取得のための支出

2,178　百万円
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（株主資本等関係）

当第３四半期連結会計期間末（平成21年12月31日）及び当第３四半期連結累計期間（自　平成21年４月１日　至　

平成21年12月31日）

　１．発行済株式の種類及び総数

普通株式  120,396千株

　２．自己株式の種類及び株式数

普通株式 7,322千株

　３．新株予約権等に関する事項

　　　該当事項はありません。

  ４．配当に関する事項

（1）配当金支払額

（決議）

株式の種類
配当金の総額

（百万円）

１株当たり

配当額

（円）

基準日 効力発生日 配当の原資 

平成21年５月29日

取締役会
普通株式 339 3  平成21年３月31日 平成21年６月11日利益剰余金

平成21年10月30日

取締役会
普通株式 226 2  平成21年９月30日 平成21年12月４日利益剰余金

（2）基準日が当第３四半期連結累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第３四半期連結会計

期間末後となるもの

該当事項はありません。

 

（リース取引関係）

所有権移転外ファイナンス・リース取引については、リース取引残高が前連結会計年度末に比べて著しい変動が

認められないため、記載しておりません。

 

（有価証券関係）

有価証券については、事業の運営において重要なものとなっており、かつ、前連結会計年度の末日に比べて著しい

変動が認められるものがないため、記載しておりません。

 

（デリバティブ取引関係）

当社グループは、デリバティブ取引にはヘッジ会計を適用しているので、該当事項はありません。

 

（ストック・オプション等関係）

該当事項はありません。
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（セグメント情報）

【事業の種類別セグメント情報】

前第３四半期連結会計期間（自平成20年10月１日　至平成20年12月31日）

 
バルブ事業
（百万円）

伸銅品事業
（百万円）

サービスそ
の他の事業
（百万円）

計
（百万円）

消去又は
全社

（百万円）

連結
（百万円）

売上高       

(1）外部顧客に対する売上高 20,654 6,239 2,362 29,256 － 29,256

(2）セグメント間の内部売上

高又は振替高
61 691 10 763 (763) －

計 20,716 6,930 2,372 30,019 (763) 29,256

営業利益又は営業損失（△） 2,428 △581 102 1,949 (694) 1,255

当第３四半期連結会計期間（自平成21年10月１日　至平成21年12月31日）

 
バルブ事業
（百万円）

伸銅品事業
（百万円）

サービスそ
の他の事業
（百万円）

計
（百万円）

消去又は
全社

（百万円）

連結
（百万円）

売上高       

(1）外部顧客に対する売上高 18,555 4,284 2,367 25,207 － 25,207

(2）セグメント間の内部売上

高又は振替高
48 670 10 729 (729) －

計 18,604 4,954 2,377 25,936 (729) 25,207

営業利益 2,606 177 107 2,890 (689) 2,200

前第３四半期連結累計期間（自平成20年４月１日　至平成20年12月31日）

 
バルブ事業
（百万円）

伸銅品事業
（百万円）

サービスそ
の他の事業
（百万円）

計
（百万円）

消去又は
全社

（百万円）

連結
（百万円）

売上高       

(1）外部顧客に対する売上高 67,961 24,983 7,148 100,093 － 100,093

(2）セグメント間の内部売上

高又は振替高
313 2,732 31 3,077  (3,077) －

計 68,274 27,716 7,179 103,171 (3,077) 100,093

営業利益又は営業損失（△） 8,107 △317 315 8,105  (2,207) 5,898

　

当第３四半期連結累計期間（自平成21年４月１日　至平成21年12月31日）

 
バルブ事業
（百万円）

伸銅品事業
（百万円）

サービスそ
の他の事業
（百万円）

計
（百万円）

消去又は
全社

（百万円）

連結
（百万円）

売上高       

(1）外部顧客に対する売上高 52,581 11,240 7,550 71,372 － 71,372

(2）セグメント間の内部売上

高又は振替高
103 1,454 24 1,582  (1,582) －

計 52,684 12,695 7,574 72,955 (1,582) 71,372

営業利益 6,377 464 373 7,215  (2,046) 5,168
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　（注）１．事業区分の方法及び各区分に属する主要な製品等の名称

(1）当社の事業区分は、製品系列及び事業の業態により行っている。

(2）各事業区分の主要な製品又は事業の内容

事業区分 主要製品又は事業名

バルブ事業 青銅バルブ、鉄鋼バルブ、その他バルブ関連製品、濾過関連製品

伸銅品事業 伸銅品、伸銅加工品

サービスその他の事業 フィットネスクラブ、ホテル及びレストラン事業、ガラス工芸品の販売

２．会計処理の方法の変更

（前第３四半期連結累計期間）

「四半期連結財務諸表作成のための基本となる重要な事項等の変更」２．（1）に記載のとおり、第１四

半期連結会計期間より「棚卸資産の評価に関する会計基準」（企業会計基準第９号　平成18年７月５日）

を適用している。この変更に伴い、従来の方法によった場合に比べて、当第３四半期連結累計期間の営業利

益は、バルブ事業で494百万円、伸銅品事業で254百万円減少している。

（当第３四半期連結会計期間及び当第３四半期連結累計期間）

「四半期連結財務諸表作成のための基本となる重要な事項等の変更」に記載のとおり、在外子会社の収益

及び費用は、前連結会計年度の第４四半期連結会計期間より、当該子会社の決算日の直物為替相場により

円貨に換算する方法から期中平均相場により円貨に換算する方法に変更したため、前第３四半期連結会計

期間と当第３四半期連結会計期間で在外子会社の収益及び費用の換算方法が異なっている。

なお、前第３四半期連結会計期間においては、変更後の方法によった場合に比べて、バルブ事業の外部売上

高が1,943百万円、営業利益が96百万円、それぞれ少なく計上されており、前第３四半期連結累計期間にお

いては、変更後の方法によった場合に比べて、バルブ事業の外部売上高が1,796百万円、営業利益が87百万

円、それぞれ少なく計上されている。 

３．追加情報

（前第３四半期連結累計期間）

「追加情報」に記載のとおり、当社及び国内連結子会社の機械装置の耐用年数については、従来、耐用年数

を12～13年としていたが、第１四半期連結会計期間より、法人税法の改正を契機として見直しを行い、７～

12年に変更している。この変更に伴い、従来の方法によった場合に比べて、当第３四半期連結累計期間の営

業利益は、バルブ事業で２百万円、伸銅品事業で113百万円、サービスその他の事業で０百万円それぞれ減

少している。
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【所在地別セグメント情報】

前第３四半期連結会計期間（自平成20年10月１日　至平成20年12月31日）

 
日本

（百万円）
北米

（百万円）
アジア
（百万円）

ヨーロッパ
（百万円）

計
（百万円）

消去又は
全社

（百万円）

連結
（百万円）

売上高        

(1）外部顧客に対する売

上高
26,628 1,615 733 278 29,256 － 29,256

(2）セグメント間の内部

売上高又は振替高
1,091 0 3,213 98 4,403(4,403) －

計 27,720 1,616 3,947 376 33,660(4,403) 29,256

営業利益 1,279 147 557 27 2,012 (757) 1,255

当第３四半期連結会計期間（自平成21年10月１日　至平成21年12月31日）

 
日本

（百万円）
北米

（百万円）
アジア
（百万円）

ヨーロッパ
（百万円）

計
（百万円）

消去又は
全社

（百万円）

連結
（百万円）

売上高        

(1）外部顧客に対する売

上高
21,663 1,409 1,822 312 25,207 － 25,207

(2）セグメント間の内部

売上高又は振替高
721 0 1,638 22 2,382(2,382) －

計 22,384 1,410 3,460 334 27,589(2,382) 25,207

営業利益又は営業損失(△) 2,428 90 293 △19 2,794 (593) 2,200

前第３四半期連結累計期間（自平成20年４月１日　至平成20年12月31日）

 
日本

（百万円）
北米

（百万円）
アジア
（百万円）

ヨーロッパ
（百万円）

計
（百万円）

消去又は
全社

（百万円）

連結
（百万円）

売上高        

(1）外部顧客に対する売

上高
87,818 5,191 5,663 1,420100,093 － 100,093

(2）セグメント間の内部

売上高又は振替高
3,266 1 10,006 253 13,528(13,528) －

計 91,084 5,192 15,670 1,674113,622(13,528) 100,093

営業利益 6,015 541 1,452 120 8,129(2,231) 5,898

　

当第３四半期連結累計期間（自平成21年４月１日　至平成21年12月31日）

 
日本

（百万円）
北米

（百万円）
アジア
（百万円）

ヨーロッパ
（百万円）

計
（百万円）

消去又は
全社

（百万円）

連結
（百万円）

売上高        

(1）外部顧客に対する売

上高
60,417 5,038 4,795 1,120 71,372 － 71,372

(2）セグメント間の内部

売上高又は振替高
1,597 2 5,690 84 7,375(7,375) －

計 62,015 5,041 10,486 1,205 78,748(7,375) 71,372

営業利益 5,584 471 1,030 45 7,132(1,963) 5,168
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　（注）１．国又は地域の区分は、地理的近接度によっている。

２．本邦以外の区分に属する主な国又は地域

(1）北米　 ……… 米国

(2）アジア ……… 台湾、タイ、中国

(3）ヨーロッパ ……… スペイン

３．会計処理の方法の変更

（前第３四半期連結累計期間）

「四半期連結財務諸表作成のための基本となる重要な事項等の変更」２．（1）に記載のとおり、第１四

半期連結会計期間より「棚卸資産の評価に関する会計基準」（企業会計基準第９号　平成18年７月５日）

を適用している。この変更に伴い、従来の方法によった場合に比べて、当第３四半期連結累計期間の営業利

益は、日本で734百万円、北米で０百万円、アジアで14百万円それぞれ減少している。

（当第３四半期連結会計期間及び当第３四半期連結累計期間）

「四半期連結財務諸表作成のための基本となる重要な事項等の変更」に記載のとおり、在外子会社の収益

及び費用は、前連結会計年度の第４四半期連結会計期間より、当該子会社の決算日の直物為替相場により

円貨に換算する方法から期中平均相場により円貨に換算する方法に変更したため、前第３四半期連結会計

期間と当第３四半期連結会計期間で在外子会社の収益及び費用の換算方法が異なっている。

なお、前第３四半期連結会計期間においては、変更後の方法によった場合に比べて、外部売上高は北米が

163百万円、アジアが1,601百万円、ヨーロッパが179百万円、営業利益は北米が15百万円、アジアは70百万

円、ヨーロッパが９百万円、それぞれ少なく計上されており、前第３四半期連結累計期間においては、変更

後の方法によった場合に比べて、外部売上高は北米が100百万円、アジアが1,566百万円、ヨーロッパが129

百万円、営業利益は北米が９百万円、アジアが71百万円、ヨーロッパが６百万円、それぞれ少なく計上され

ている。 

４．追加情報

（前第３四半期連結累計期間）

「追加情報」に記載のとおり、当社及び国内連結子会社の機械装置の耐用年数については、従来、耐用年数

を12～13年としていたが、第１四半期連結会計期間より、法人税法の改正を契機として見直しを行い、７～

12年に変更している。この変更に伴い、従来の方法によった場合に比べて、当第３四半期連結累計期間の営

業利益は、日本で115百万円減少している。
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【海外売上高】

前第３四半期連結会計期間（自平成20年10月１日　至平成20年12月31日）

 北米 アジア その他 計

Ⅰ．海外売上高（百万円） 1,921 1,923 1,851 5,697

Ⅱ．連結売上高（百万円） － － － 29,256

Ⅲ．連結売上高に占める海外売上高の割合（％） 6.6 6.6 6.3 19.5

当第３四半期連結会計期間（自平成21年10月１日　至平成21年12月31日）

 北米 アジア その他 計

Ⅰ．海外売上高（百万円） 1,934 2,198 1,222 5,354

Ⅱ．連結売上高（百万円） － － － 25,207

Ⅲ．連結売上高に占める海外売上高の割合（％） 7.7 8.6 4.9 21.2

前第３四半期連結累計期間（自平成20年４月１日　至平成20年12月31日）

 北米 アジア その他 計

Ⅰ．海外売上高（百万円） 6,064 9,016 4,895 19,976

Ⅱ．連結売上高（百万円） － － － 100,093

Ⅲ．連結売上高に占める海外売上高の割合（％） 6.1 9.0 4.9 20.0

　

当第３四半期連結累計期間（自平成21年４月１日　至平成21年12月31日）

 北米 アジア その他 計

Ⅰ．海外売上高（百万円） 6,065 5,867 3,668 15,601

Ⅱ．連結売上高（百万円） － － － 71,372

Ⅲ．連結売上高に占める海外売上高の割合（％） 8.5 8.3 5.1 21.9

　（注）１．国又は地域の区分は、地理的近接度によっている。

２．各区分に属する主な国又は地域の内訳は次の通りである。

(1）北米　 … 米国、カナダ

(2）アジア … 台湾、中国、タイ、インドネシア、シンガポール、マレーシア他

(3）その他 … ヨーロッパ、中東、オセアニア他

３．海外売上高は当社及び連結子会社の本邦以外の国又は地域における売上高（連結会社間の内部売上高を除

く）である。

４．会計処理の方法の変更

（当第３四半期連結会計期間及び当第３四半期連結累計期間）

「四半期連結財務諸表作成のための基本となる重要な事項等の変更」に記載のとおり、在外子会社の収益

及び費用は、前連結会計年度の第４四半期連結会計期間より、当該子会社の決算日の直物為替相場により

円貨に換算する方法から期中平均相場により円貨に換算する方法に変更したため、前第３四半期連結会計

期間と当第３四半期連結会計期間で在外子会社の収益及び費用の換算方法が異なっている。

なお、前第３四半期連結会計期間においては、変更後の方法によった場合に比べて、海外売上高は北米が

163百万円、アジアが1,225百万円、ヨーロッパが179百万円、それぞれ少なく計上されており、前第３四半期

連結累計期間においては、変更後の方法によった場合に比べて、海外売上高は北米が100百万円、アジアが

1,234百万円、ヨーロッパが129百万円、それぞれ少なく計上されている。 
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（企業結合等関係）

当第３四半期連結会計期間（自平成21年10月１日　至平成21年12月31日）　

　

パーチェス法の適用

１．被取得企業の名称及び事業の内容、企業結合を行った主な理由、企業結合日、企業結合の法的形式、結合後企　業

の名称及び取得した議決権比率　

（1）被取得企業の名称及び事業の内容

　　　 被取得企業の名称    Nord Armaturen GmbH

                           Perrin GmbH（Nord Armaturen GmbHの100％子会社）  

　　　　　　　　　　　　　 派潤特殊閥門（北京）有限公司（Perrin GmbHの100％子会社）

　　 事業の内容　　　　　ボールバルブの製造販売

（2）企業結合を行った主な理由

　バルブ事業の主な市場である石油精製・石油化学プラントのプロセスラインで使用される商品のラインナッ

プを拡充するため、メタルシートボールバルブの製造、販売及び技術に強みを持つドイツのバルブメーカーで

あるPerrin GmbHをキッツグループの傘下に入れ、同市場での拡販と欧州地区での製造販売拠点の強化を図る

ものであります。また、同社の製品と当社グループの製品を合わせて販売することにより、顧客ニーズに応える

とともに、海外市場での販売を拡大しようとするものであります。

（3）企業結合日

　平成21年12月18日

（4）企業結合の法的形式

　現金を対価とする株式取得

（5）結合後企業の名称

　KITZ Armaturen GmbH、Perrin GmbH、派潤特殊閥門（北京）有限公司

（6）取得した議決権比率

　100%

　

２．四半期連結会計期間及び四半期連結累計期間に係る四半期連結財務諸表に含まれている被取得企業の業績の期

間　

　当第３四半期連結会計期間及び当第３四半期連結累計期間は、Nord Armaturen GmbH、 Perrin GmbH及び派潤特

殊閥門（北京）有限公司の業績を含んでおりません。

　

３．被取得企業の取得原価及びその内訳

　取得の対価 　　　　2,221 百万円

　取得に直接要した費用 　　　　  133 百万円

　取得原価 　　　　2,355 百万円

　

４．発生したのれんの金額、発生原因、償却の方法及び償却期間

（1）のれんの金額　　　1,465百万円（当該金額は暫定的に算定された金額であります。）　

（2）発生原因

取得原価が取得した資産及び引受けた負債に配分された純額を上回ったため、その超過額をのれんとして

計上しております。　

（3）償却方法及び償却期間

効果の発現する期間（10年間）で均等償却を行います。

　

５．企業結合が当連結会計年度の開始の日に完了したと仮定した場合の当四半期連結累計期間に係る四半期連結損

益計算書に及ぼす影響の概算額

売上高　　　　　　　　3,654百万円

営業利益　　　　　　　  744百万円

経常利益　　　　　　　  740百万円

四半期純利益　　　　　  753百万円

これらの概算額は、Nord Armaturen GmbH、Perrin GmbH及び派潤特殊閥門（北京）有限公司の当四半期連結累

計期間に対応する業績です。なお、影響の概算額については監査証明を受けておりません。
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６．企業結合日に受入れた資産及び引受けた負債の額並びにその主な内訳

（1）資産の額

　流動資産 　　　　1,572 百万円

　固定資産 　　　　  700 百万円

　合計 　　　　2,272 百万円

　

（2）負債の額　

　流動負債 　　　　  952 百万円

　固定負債 　　　　  429 百万円

　合計 　　　　1,382 百万円
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（１株当たり情報）

１．１株当たり純資産額

当第３四半期連結会計期間末
（平成21年12月31日）

前連結会計年度末
（平成21年３月31日）

１株当たり純資産額 456.10円 １株当たり純資産額 442.44円

２．１株当たり四半期純利益金額等

前第３四半期連結累計期間
（自　平成20年４月１日
至　平成20年12月31日）

当第３四半期連結累計期間
（自　平成21年４月１日
至　平成21年12月31日）

１株当たり四半期純利益金額 23.48円 １株当たり四半期純利益金額 19.95円

なお、潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額につい

ては、希薄化効果を有している潜在株式が存在していない

ため記載していない。

なお、潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額につい

ては、希薄化効果を有している潜在株式が存在していない

ため記載していない。

　（注）　１株当たり四半期純利益金額の算定上の基礎は、以下の通りである。

 
前第３四半期連結累計期間
（自　平成20年４月１日
至　平成20年12月31日）

当第３四半期連結累計期間
（自　平成21年４月１日
至　平成21年12月31日）

（１株当たり四半期純利益金額）   

四半期純利益（百万円） 2,656 2,257

普通株主に帰属しない金額（百万円） － －

普通株式に係る四半期純利益（百万円） 2,656 2,257

期中平均株式数（株） 113,106,107 113,080,942

希薄化効果を有しないため、潜在株式調整後１株

当たり四半期純利益の算定に含めなかった潜在株

式で、前連結会計年度末から重要な変動があった

ものの概要　

─────

平成16年６月29日定時株主総会

決議による新株予約権について

は、平成21年９月30日をもって

権利行使期間満了により失効し

た。

 

前第３四半期連結会計期間
（自　平成20年10月１日
至　平成20年12月31日）

当第３四半期連結会計期間
（自　平成21年10月１日
至　平成21年12月31日）

１株当たり四半期純利益金額 1.51円 １株当たり四半期純利益金額 9.47円

なお、潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額につい

ては、希薄化効果を有している潜在株式が存在していない

ため記載していない。

なお、潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額につい

ては、潜在株式が存在していないため記載していない。

　（注）　１株当たり四半期純利益金額の算定上の基礎は、以下の通りである。

 
前第３四半期連結会計期間
（自　平成20年10月１日
至　平成20年12月31日）

当第３四半期連結会計期間
（自　平成21年10月１日
至　平成21年12月31日）

（１株当たり四半期純利益金額）   

四半期純利益（百万円） 171 1,071

普通株主に帰属しない金額（百万円） － －

普通株式に係る四半期純利益（百万円） 171 1,071

期中平均株式数（株） 113,096,771 113,077,488

希薄化効果を有しないため、潜在株式調整後１株

当たり四半期純利益の算定に含めなかった潜在株

式で、前連結会計年度末から重要な変動があった

ものの概要　

─────

平成16年６月29日定時株主総会

決議による新株予約権について

は、平成21年９月30日をもって

権利行使期間満了により失効し

た。
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（重要な後発事象）

該当事項はありません。

　

２【その他】

中間配当に関する取締役会決議は次の通りであります。　

１．決議年月日　　　　　　　　　　　　　　　平成21年10月30日

２．中間配当金の総額　　　　　　　　　　　　226百万円

３．１株当たり中間配当金　　　　　　　　　　２円

４．支払請求権の効力発生日及び支払開始日　　平成21年12月４日

　（注）　平成21年９月30日現在の株主名簿に記載又は記録された株主に対し、支払いを行っております。
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第二部【提出会社の保証会社等の情報】
　該当事項はありません。
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 独立監査人の四半期レビュー報告書 

平成２１年２月６日

株 式 会 社　キ ッ ツ

取 締 役 会　 御 中

新日本有限責任監査法人

 
指定有限責任社員
業務執行社員

 公認会計士 栁澤　孝男　　印

 
指定有限責任社員
業務執行社員

 公認会計士 田中　清吾　　印

 
指定有限責任社員
業務執行社員

 公認会計士 高橋　　守　　印

　

  当監査法人は、金融商品取引法第１９３条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている株式会社キッツ

の平成２０年４月１日から平成２１年３月３１日までの連結会計年度の第３四半期連結会計期間（平成２０年１０月１日

から平成２０年１２月３１日まで）及び第３四半期連結累計期間（平成２０年４月１日から平成２０年１２月３１日ま

で）に係る四半期連結財務諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書及び四半期連結キャッシュ・フ

ロー計算書について四半期レビューを行った。この四半期連結財務諸表の作成責任は経営者にあり、当監査法人の責任は独

立の立場から四半期連結財務諸表に対する結論を表明することにある。

　当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠して四半期レビューを行った。

四半期レビューは、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施される質問、分析的手続

その他の四半期レビュー手続により行われており、我が国において一般に公正妥当と認められる監査の基準に準拠して実

施される年度の財務諸表の監査に比べ限定された手続により行われた。

　当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認めら

れる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、株式会社キッツ及び連結子会社の平成２０年１２月３１日現在の財政状

態、同日をもって終了する第３四半期連結会計期間及び第３四半期連結累計期間の経営成績並びに第３四半期連結累計期

間のキャッシュ・フローの状況を適正に表示していないと信じさせる事項が、すべての重要な点において認められなかっ

た。

 

　追記情報

　四半期連結財務諸表作成のための基本となる重要な事項等の変更に記載されているとおり、会社は第１四半期連結会計期

間より「棚卸資産の評価に関する会計基準」を適用している。

 

  会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

以　上

（注）１．上記は、四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社（四半期報告

書提出会社）が別途保管しております。 

　　　２．四半期連結財務諸表の範囲にはＸＢＲＬデータ自体は含まれておりません。
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 独立監査人の四半期レビュー報告書 

平成22年２月12日

株 式 会 社　キ ッ ツ

取 締 役 会　 御 中

新日本有限責任監査法人

 
指定有限責任社員
業務執行社員

 公認会計士 小川　幸伸　　印

 
指定有限責任社員
業務執行社員

 公認会計士 高橋　　守　　印

 
指定有限責任社員
業務執行社員

 公認会計士 吉川　高史　　印

　

  当監査法人は、金融商品取引法第１９３条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている株式会社キッツ

の平成２１年４月１日から平成２２年３月３１日までの連結会計年度の第３四半期連結会計期間（平成２１年１０月１日

から平成２１年１２月３１日まで）及び第３四半期連結累計期間（平成２１年４月１日から平成２１年１２月３１日ま

で）に係る四半期連結財務諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書及び四半期連結キャッシュ・フ

ロー計算書について四半期レビューを行った。この四半期連結財務諸表の作成責任は経営者にあり、当監査法人の責任は独

立の立場から四半期連結財務諸表に対する結論を表明することにある。

　当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠して四半期レビューを行った。

四半期レビューは、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施される質問、分析的手続

その他の四半期レビュー手続により行われており、我が国において一般に公正妥当と認められる監査の基準に準拠して実

施される年度の財務諸表の監査に比べ限定された手続により行われた。

　当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認めら

れる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、株式会社キッツ及び連結子会社の平成２１年１２月３１日現在の財政状

態、同日をもって終了する第３四半期連結会計期間及び第３四半期連結累計期間の経営成績並びに第３四半期連結累計期

間のキャッシュ・フローの状況を適正に表示していないと信じさせる事項がすべての重要な点において認められなかっ

た。

  会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

以　上

（注）１．上記は、四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社（四半期報告

書提出会社）が別途保管しております。 

　　　２．四半期連結財務諸表の範囲にはＸＢＲＬデータ自体は含まれておりません。

 

EDINET提出書類

株式会社キッツ(E01660)

四半期報告書

33/33


	表紙
	本文
	第一部企業情報
	第１企業の概況
	１主要な経営指標等の推移
	２事業の内容
	３関係会社の状況
	４従業員の状況

	第２事業の状況
	１生産、受注及び販売の状況
	２事業等のリスク
	３経営上の重要な契約等
	４財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析

	第３設備の状況
	第４提出会社の状況
	１株式等の状況
	（１）株式の総数等
	①株式の総数
	②発行済株式

	（２）新株予約権等の状況
	（３）ライツプランの内容
	（４）発行済株式総数、資本金等の推移
	（５）大株主の状況
	（６）議決権の状況
	①発行済株式
	②自己株式等


	２株価の推移
	当該四半期累計期間における月別最高・最低株価

	３役員の状況

	第５経理の状況
	１四半期連結財務諸表
	（１）四半期連結貸借対照表
	（２）四半期連結損益計算書
	第３四半期連結累計期間
	第３四半期連結会計期間

	（３）四半期連結キャッシュ・フロー計算書
	四半期連結財務諸表作成のための基本となる重要な事項等の変更
	表示方法の変更
	簡便な会計処理
	四半期連結財務諸表の作成にあたり適用した特有の会計処理
	注記事項
	事業の種類別セグメント情報
	所在地別セグメント情報
	海外売上高


	２その他


	第二部提出会社の保証会社等の情報
	監査報告書

